
　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
国
民
健

康
保
険
料
は
国
保
・
年
金
課
☎

948
６
３
７
６
・
　
934
２
６
３
１
、

後
期
高
齢
者
（
長
寿
）
医
療
保

険
料
は
高
齢
福
祉
課
☎
948
６
９

４
１
・
　
934
１
７
６
３
、
介
護

保
険
料
は
介
護
保
険
課
☎
948
６

９
６
６
・
　
934
０
８
１
５
へ

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
（教）
子
規

記
念
博
物
館
☎
931
５
５
６
６
・

　
934
３
４
１
６
へ

　お問い合わせは、総合交
通課☎948-6421・　934-1
807へ

【
申
請
方
法
】
納
付
証
明
書
が
必

要
な
人
の
氏
名
、
住
所
、
生
年
月

【
日
時
】
２
月
27
日
㈯
14
時
〜
15

時
30
分

【
会
場
】
子
規
記
念
博
物
館
（
道

後
公
園
）
４
階
講
堂

【
内
容
】
歌
人
・
佐
佐
木
幸
綱
さ

ん
に
よ
る
講
演「
子
規
の
短
歌
」

【
定
員
】
４
０
０
人

【
料
金
】
無
料
（
た
だ
し
受
講
券

が
必
要
）

【
申
し
込
み
】
２
月
23
日
㈫
（
必

着
）
ま
で
に
、
往
復
は
が
き
に
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
、
参
加
人
数
（
１
枚
で
複
数
人

分
の
申
し
込
み
可
）
を
書
い
て
〒

790
０
８
５
７
道
後
公
園
１‒

30
子

規
記
念
博
物
館
「
冬
季
子
規
塾
」

係
へ
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Ｊ
Ｒ
松
山
駅
周
辺
の
駐
車
環

境
改
善
の
た
め
、
バ
イ
ク
（
50

Ｃ
Ｃ
を
含
む
）
の
無
料
駐
車
場

を
変
更
し
ま
す
。
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、

平
成
22
年
度
の
教
養
講
座
の
受

講
生
を
募
集
し
ま
す
。

　
所
得
税
や
市
県
民
税
の
社
会

保
険
料
控
除
を
受
け
る
場
合
な

ど
、
納
付
額
が
確
認
で
き
る
納

付
証
明
書
の
発
行
に
つ
い
て
、

窓
口
で
の
交
付
申
請
以
外
に
、

電
話
で
も
申
請
が
で
き
ま
す
。

平成22年度 老人福祉センター平成22年度 老人福祉センター平成22年度 老人福祉センター

　
左
下
図
の
　
　
　
　
か
ら
キ
ス

ケ
Ｂ
Ｏ
Ｘ
バ
イ
ク
置
場
（
宮
田
町

５‒
９
〈
キ
ス
ケ
Ｂ
Ｏ
Ｘ
東
側
〉）

に
変
わ
り
ま
す
。

【
実
施
】
２
月
15
日
㈪
〜

　※

　
　
　
　
の
無
料
駐
車
場
の

利
用
は
２
月
14
日
㈰
ま
で
で
す

【
料
金
】
無
料

【
設
備
内
容
】
24
時
間
開
放
▼
屋

根
付
き
屋
内
ス
ペ
ー
ス
あ
り
▼
照

明
・
防
火
設
備
・
防
犯
カ
メ
ラ
設

置

　ＪＩＣＡ（独立行政法人国
際協力機構）のボランティア
事業で青年海外協力隊員とし
てアフリカ・ガーナで活動し
た浅野芙美子さんの帰国報告
と、１月に南米・パラグアイ
へ派遣された吉木裕貴さんが
出発あいさつのため昨年12月
21日、市役所を訪れ派遣先で
の体験や今後の抱負を語りま
した。

　㈳日本損害保険協会から市
消防団中島西分団畑里部に昨
年11月24日、小型動力ポンプ
（消防ポンプ）１台が寄贈さ
れました。これは、離島振興法
の規定により指定を受けてい
る離島などに対し、同協会が
消防施設の寄贈を行っている
もので、中島地区へは平成18年
度の寄贈に続くものです。

小型動力ポンプ寄贈

青年海外協力隊員が表敬訪問

　交通安全用品（ランドセル
カバー）を本市に寄贈した池
山隆寛さん（元東北楽天ゴー
ルデンイーグルス・コーチ）
に１月12日、感謝状が贈られ
ました。用品は池山さん（写
真中央）が主催するチャリティ
ーゴルフコンペなどで得た収
益金で購入されたもので、本
市への寄贈は平成12年度から
毎年続けられています。

　愛媛ＦＣと愛媛マンダリン
パイレーツが市青少年育成市
民会議と協力して広報活動な
どを行う提携の調印式が１月
７日、青少年センターで行わ
れました。両チームの代表者
は「試合の成績向上とともに、
より一層スポーツを通じた青
少年の健全育成に取り組んで
いきたい」などと話しました。

青少年の健全育成協力に調印

池山隆寛さんへ感謝状贈呈

【
期
間
】
４
月
〜
平
成
23
年
３
月

（
１
年
間
）

　※

開
講
日
が
祝
日
の
場
合
は
お

休
み

【
内
容
】
左
表
の
と
お
り

【
対
象
】
市
内
在
住
の
65
歳
以
上

ま
た
は
高
齢
ク
ラ
ブ
会
員
（
１
人

１
講
座
に
限
る
。
代
理
申
し
込
み

は
不
可
）
で
、
原
則
初
め
て
受
講

す
る
人

【
受
講
料
】
無
料
（
た
だ
し
教
材

費
な
ど
は
自
己
負
担
）

【
申
し
込
み
】
２
月
26
日
㈮
（
必

着
）
ま
で
に
、
往
復
は
が
き
に
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が

な
）、
性
別
、
生
年
月
日
、
電
話
番

号
、高
齢
ク
ラ
ブ
名
（
会
員
の
み
）、

希
望
セ
ン
タ
ー
・
講
座
名（
第
１
・

２
希
望
）、
パ
ソ
コ
ン
講
座
は
前

期
・
後
期
の
別
を
書
い
て
〒
790
０

８
０
８
若
草
町
８‒

２
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
へ
（
応
募
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

　※

駐
車
場
に
は
限
り
が
あ
り
ま

す
の
で
公
共
交
通
機
関
で
お
越
し

く
だ
さ
い

　※パソコン講座は前期・後期とも同じ内容のた
め、年間を通じての受講はできません

　お問い合わせは、老人福祉センター
☎921-2161・　 934-2221へ

老人福祉センター
（若草町・総合福祉センター3階）

講座名
民　  謡

社交ダンス

吟　  詠

陶     芸

大 正 琴

カラオケ

料　  理

俳　  句

茶道（抹茶）

皮 工 芸

定員（人）
40

30

15

30

30

30

20

20

20

曜日

火

水

第1・3水

第2・4水

木

第1・3木

第1・3金

金

時間

13：30～15：30

10：00～13：00

13：30～15：30

13：30～15：30

10：00～12：00

中村老人福祉センター
（中村三丁目）

講座名
絵手紙
陶　芸

定員（人）
20
15

曜日
月

第2・4水

時間
10：00～12：00
13：30～15：30

鷹子老人福祉センター
（鷹子町・鷹子ふれあい館）

講座名
民　謡

パソコン
（前期）

パソコン
（後期）

吟　詠
俳　句

定員（人）
30

13

13

30
18

曜日
月

水
（4～9月）

水
（10～3月）

木
第1・3金

時間
10：30～12：30

10：00～12：00

14：15～16：15
  9：30～11：30

Ｎ

キスケBOX
バイク置場

交番
宮田町5-9

J
R
松
山
駅

キ
ス
ケ
B
O
X電

停

電
停

電
話
で
交
付
申
請
が
で
き
ま
す

国
民
健
康
保
険

後
期
高
齢
者（
長
寿
）医
療

介
護
保
険

保
険
料
の

　
　
納
付
証
明
書

子規博
「
冬
季
子
規
塾
」

　
　

参
加
者
募
集

「
冬
季
子
規
塾
」

　
　

参
加
者
募
集

「
冬
季
子
規
塾
」

　
　

参
加
者
募
集

受講生募集
2／15 月

JR松山駅周辺

バイク置場が変わります

キスケ BOXの東側に設置されたバイク置場キスケ BOXの東側に設置されたバイク置場

駐車場付近見取図駐車場付近見取図

男　25
女　25

から

１
２
３
４

１
２
３
４

2

3

1

4

日
を
左
記
の
各
担
当
課
へ
電
話
し

て
く
だ
さ
い

【
交
付
方
法
】
電
話
で
申
請
後
、

納
付
証
明
書
を
無
料
で
郵
送
し
ま

す　※

郵
送
先
は
証
明
が
必
要
な
人

の
住
民
登
録
地
に
限
り
ま
す
。
ま

た
証
明
内
容
は
電
話
で
回
答
で
き

ま
せ
ん


